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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月12日(2016.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のバイパス部を備える第１の導電性の伸縮性相互接続線と、
　第２のバイパス部を備える第２の導電性の伸縮性相互接続線と、
　交差構造と
を備える装置であって、
　前記交差構造が前記第１のバイパス部および前記第２のバイパス部の少なくとも一部を
取り囲むように、前記第２の導電性の伸縮性相互接続線が前記第１の導電性の伸縮性相互
接続線に対して配設されており、
　前記交差構造が、前記第１の導電性の伸縮性相互接続線および前記第２の導電性の伸縮
性相互接続線のうちの少なくとも一方の伸張中に、前記第１のバイパス部および前記第２
のバイパス部に対する機械的歪を再分散させる弾性特性を有する装置。
【請求項２】
前記第１のバイパス部が湾曲形状を有し、前記第１の導電性の伸縮性相互接続線が前記装
置の第１の層内に配置されている請求項１に記載の装置。
【請求項３】
前記第２のバイパス部が湾曲形状を有し、前記第２の導電性の伸縮性相互接続線が、前記
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装置の前記第１の層から離間した前記装置の第２の層内に、前記第１の導電性の伸縮性相
互接続線および前記第２の導電性の伸縮性相互接続線が前記装置の交差領域で重なるよう
に配置されている請求項２に記載の装置。
【請求項４】
前記交差構造が、前記装置の前記交差領域から機械的歪を再分散させるように構成されて
いる請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１の導電性の伸縮性相互接続線、前記第２の導電性の伸縮性相互接続線、および
前記交差構造が、カプセル化材料によってカプセル化されている請求項１～４のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記交差構造が湾曲形状を有する請求項１～５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記交差構造が閉じた湾曲形状を有し、前記第１のバイパス部の湾曲形状が閉じた湾曲
形状であり、前記第２のバイパス部の湾曲形状が閉じた湾曲形状である請求項３に記載の
装置。
【請求項８】
　前記第１の導電性の伸縮性相互接続線の長手方向軸が、前記第２の導電性の伸縮性相互
接続線の長手方向軸に平行でない請求項１～７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１の導電性の伸縮性相互接続線および前記第２の導電性の伸縮性相互接続線が、
ジグザグ形態、湾曲形状、または波形状を有する請求項１～８のいずれか一項に記載の装
置。
【請求項１０】
請求項１～９のいずれか一項に記載の装置であって、さらに
　可撓性基板と、
　前記可撓性基板の上に配設された少なくとも２つのデバイス構成要素と
を備える装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも２つのデバイス構成要素の少なくとも１つが、電子デバイス、光学デバ
イス、光電デバイス、機械デバイス、マイクロ電気機械デバイス、ナノ電気機械デバイス
、マイクロ流体デバイス、および熱的デバイスである請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
前記第１のバイパス部が第１の中心軸を有し、前記第２のバイパス部が、前記第１の中心
軸と一致する第２の中心軸を有する請求項１～１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
前記第１のバイパス部の湾曲形状が閉じた湾曲形状であり、前記第２のバイパス部の湾曲
形状が、前記第１のバイパス部の閉じた湾曲形状と実質的に同じ閉じた湾曲形状である請
求項３に記載の装置。
【請求項１４】
前記第１の導電性の伸縮性相互接続線が、前記第１のバイパス部を介して第２の部分に電
気的に結合された第１の部分をさらに備え、前記第２の導電性の伸縮性相互接続線が、前
記第２のバイパス部を介して第２の部分に電気的に結合された第１の部分をさらに備える
請求項１～１３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
前記交差構造が上層、中間層および底層を有し、前記第１の導電性の伸縮性相互接続線が
、前記上層と前記中間層との間に配置されており、前記第２の導電性の伸縮性相互接続線
が、前記中間層と前記底層との間に配置されている請求項１～１４のいずれか一項に記載
の装置。
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